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確認してから・・・ハンドル操作
すべての操作は・・・必ず、確認してから行いましょう

運転中 子どもの動きに 注意しましょう

子どもの飛び出し、高齢者の横断に警戒しましょう
特に、住宅街・通学路・・・目配り、スピードダウン

道路わきの・・・自転車、歩行者に注意しましょう
「かもしれない」運転で、事故を防ぎましょう

日没前後の「薄暮時間帯」は注意
歩行者を見落とさないように気を付けましょう

忘れるな あの瞬間のヒヤリハット

事故防止のため 「早めの休憩を」
～2時間走行、15分休憩～

《挟まれ・墜落・転落・下敷き 注意》

冬用タイヤを交換中
ジャッキが外れ

5トントラックの下敷き運輸会社の運転手の男性が死亡
◇ジャッキだけでなく、「ウマ」・「ホイル」をかける◇
◇不整地の場所では、ジャッキを掛けないこと◇

２０２４／３／３０（土）
３０日午前１０時ごろ、広島県の運輸会社の駐車場で、タイヤ交換をしていたとみられる男性（４７）が、５トント

ラックの下敷きになり、病院に運ばれましたが、正午前に死亡が確認されました。警察によりますと、男性は、
自分が乗る５トントラックを１人でジャッキアップして、冬用タイヤから夏タイヤへの交換作業をしていたところ
、なんらかの原因でジャッキが外れ、車体の下敷きになったとみられます。

札幌 交差点 右折の乗用車にはねられ
横断歩道を渡っていた姉妹、病院に搬送
乗用車運転の男性をその場で逮捕

◇ショートカット右折をしない （道路交通法にも禁止）◇
◇ショートカット右折は、ミラーとピラーの「死角」をつくる、歩行者を「見落とす」◇

◇右折時は、「大きく曲がって」、ミラーとピラーの「死角」をつくらない◇
２０２４／０３／２９

２９日午前９時半ごろ、札幌市の交差点で横断歩道を渡っていた女性姉妹２人が、右折してきた乗用車にはねら
れました。警察によりますと、はねられたのは１０代と２０代の姉妹で、病院に搬送されました。このうち１０
代の妹は頭を強く打つなどしましたが意識はあるということです。姉は軽傷だということです。警察は、乗用車
を運転していた７３歳の男性のドライバーを過失運転傷害の疑いでその場で逮捕しました。調べに対し「歩行者に
気付かなかった」と話し、容疑を認めているということです。

午前４時すぎ 自転車を押していたとみられる高齢男性
乗用車にはねられ意識不明の重体
県道の片側1車線の直線道路

◇夜間、早朝、「人はいないだろう」と・・・漫然と運転することは危険です◇
◇夜間は、歩行者が見えづらくなるので、「ハイビーム」を活用しましょう◇

２０２４／３／３０（土）
３０日午前４時２０分頃、宮城県の県道で、自転車を押して歩いていたとみられる７０代くらいの男性が、乗用車に

はねられ、病院に運ばれましたが、意識不明の重体となっています。警察は乗用車を運転していた２０代の男性を
過失運転傷害の疑いで現行犯逮捕しました。現場は片側１車線の直線道路で警察が当時の状況を調べています。


